
新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 
一般国道５７号 

（熊本
くまもと

天草
あまくさ

幹線道路）宇土
う と

三角
み す み

道路 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

九州地方整備局 

起終点 熊本県宇土
う と

市上
かみ

綱田
お う だ

町
まち

～熊本県宇城
う き

市三角町
み す み ま ち

 延長  １３．５ｋｍ 

事業概要  

熊本天草幹線道路は、熊本県熊本市を起点として、宇土市、宇城市、上天草市、天草市に至る計画延長約70k

mの地域高規格道路である。当該道路は、熊本県宇土
う と

市上
かみ

網田町
お う だ ま ち

～宇城
う き

市三角町
み す み ま ち

に至る延長約13.5kmの道路であ

る。 

事業の目的、必要性  

本道路は、現道上の課題箇所の回避、災害時の代替路となる道路ネットワークの形成や、天草・宇城地域の

農水産品の品質確保、物流効率化による地域経済活動を支援、交通混雑の解消により、天草・宇城地域への地

域観光を支援するものである。 

全体事業費 約７５０億円 計画交通量  約8,700～13,700台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  
【熊本県知事】 
新規事業採択時評価に係る「一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路」事業の予算化について同

意いたします。 
熊本天草幹線道路は、熊本市と天草市を結ぶ延長約７０ｋｍの路線であり、特に宇土三角間においては、集

中豪雨による土砂災害や道路冠水が発生するなど、代替路がないため回避が困難な状況にあります。 
また、天草・宇土半島地域は世界遺産の三角西港や﨑津集落など魅力ある観光資源に恵まれ、多くの観光客

が訪れていますが、特に観光シーズンにおいては著しい渋滞が発生しています。 
これらの課題に対応し、代替路の確保や定時性・速達性向上を実現するためには、宇土三角道路の整備が急

務であります。 
県としましても、事業が円滑に推進されるよう、埋蔵文化財調査の体制確保やＩＣアクセス道路の整備及び

国道２６６号へ接続する交差点の改良、三角大矢野道路との接続等について最大限協力いたしますとともに、
沿線自治体と一体となり、用地取得やトンネル工事等により発生する建設発生土の処分に関する調整等につい
ても積極的に取り組んで参ります。 
なお、 幹線交通と域内交通及び生活交通などの利用形態を考慮し、並行する現道区間等の今後の管理のあ

り方については、貴省と議論を重ねていきたいと考えております。 
つきましては、「一般国道５７号（熊本天草幹線道路）宇土三角道路」の令和３年度新規事業としての予算

化に特段の配慮をお願いします。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

・新規事業化については妥当である。 
 
事業採択の前提条件  

・費用対便益  ：便益が費用を上回っている。 

・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（Ｒ３．２） 

事業評価結果 
 

費
用
便
益
分
析 

Ｂ／Ｃ 
１．５ 

（１．１） 

総費用 １，２０５億円 総便益 １，７５０億円 基準年  

事業費   ：１，１２２億円 

維持管理費：    ８３億円 

。走行時間短縮便益：１，４４０億円 

走行経費減少便益：  ２２４億円 

交通事故減少便益：   ８６億円 

令和２年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C＝1.3 (交通量    -10％) B/C＝1.6  (交通量      +10％) 

事業費変動 B/C＝1.3 (事業費変動   +10％) B/C＝1.6  (事業費変動   -10％) 

事業期間変動 B/C＝1.4 (事業期間変動 +20％) B/C＝1.7  (事業期間変動 -20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者

へ
の
影
響 

渋滞対策 - ・注目すべき影響はない。 

事故対策 - ・注目すべき影響はない。 

歩行空間 - ・注目すべき影響はない。 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 - ・注目すべき影響はない。 

地域経済 ◎ 

・物流路線の走行性向上による農水産品の品質確保など、物流効率化により地域経済

活動を支援 

〔平面線形不良箇所（R≦150m）の回避〕 

【現況】38箇所 → 【整備後】0箇所 

・熊本市と観光地とのアクセス性・定時性が向上し、地域観光の発展を支援 

〔熊本市市街地～三角西港の移動時間〕 

【現況】86分 → 【整備後】67分（往復38分短縮） 

災 害 ◎ 

・災害時の代替路機能、救援・物資輸送機能が確保され、地域の孤立解消や安心・安

全を確保 

〔宇城・天草地域の孤立の解消〕 

【現況】約4.9万世帯 → 【整備後】0世帯 

環 境 - ・注目すべき影響はない。 

地域社会 - ・注目すべき影響はない。 

事業実施環境 ○ ・熊本県知事より宇土～三角間の早期事業化を要望 

 

採択の理由 
 費用便益比が１．５（１．１）と便益が費用を上回っており、事業採択の前提条件が確認できる。 

 熊本天草幹線道路（宇土三角道路）の開通により、現道上の課題箇所の回避、災害時の代替路となる道路ネット

ワークの形成や、天草・宇城地域の農水産品の品質確保、物流効率化による地域経済活動を支援、交通混雑の解消

により、天草・宇城地域への地域観光を支援するなど、事業の必要性・効果は高いと判断できる。 

以上より、本事業の新規事業化については妥当である。 
 

 

 

担 当 課：道路局 国道・技術課 

担当課長名：前佛 和秀      

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※B/C の上段の値は熊本～天草を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を 

対象とした場合の費用便益分析結果 



新規事業採択時評価結果（令和３年度新規事業箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 

 

事業の必要性  

本道路は、現道上の課題箇所の回避、災害時の代替路となる道路ネットワークの形成や、天草・宇城地域の農
水産品の品質確保、物流効率化による地域経済活動を支援、交通混雑の解消により、天草・宇城地域への地域観
光を支援するものである。 
評価項目 地域の課題 関連する計画 

防災 

・近年頻発している豪雨により、国道５７号、２６６

号では、土砂災害や路面冠水による災害が発生。 

・両路線の同時全面通行止めで天草地域への道路が

寸断し孤立（過去１５年で３回）が発生。 

※天草市都市計画マスタープラン(H26.11) 
・大規模災害時における代替道路や避難・輸送道路としての

機能確保に向け、「地域高規格道路（熊本天草幹線道路）」の

建設促進及び「島原・天草・長島架橋（三県架橋）構想」の

早期実現に努めます。広域的な緊急物資の輸送ルートとし

て位置づけられている幹線道路は、災害時にも安全な道路

網として機能するように優先的かつ重点的な補修・改良を

図ります。 

産業 

・宇城・天草地域で生産される宿根かすみ草（全国第

１位）、洋ラン（全国第２位）は、熊本県が全国有数

の出荷量を誇る。また、天草地域は、このしろ（漁獲

量：全国第２位）は東京市場での取扱い量が全国第１

位など、農水産物は全国各地へ輸送。 

・一方、国道５７号等は道路線形が悪く、揺れにより

花びらが落下し価値が低下するなど、地域特産品の物

流を阻害。 

※熊本県産業振興ビジョン 2011 後期アクシ
ョンプラン (H28.3) 
・道路等社会インフラ基盤の拡充、熊本都市圏の市町村と連

携した交通ネットワークの充実、阿蘇くまもと空港の国際

航空路線振興などによる更なる拠点性向上と空港周辺アク

セスの更なる利便性向上を推進。 

観光 

・宇城・天草地域は、自然や歴史・文化、温泉、海の

幸など、魅力ある観光資源が豊富にあるが、熊本市か

ら天草地域への移動には２時間以上を要するなど地

理的に不利な状況。  

・さらに、国道５７号は、観光シーズンの交通渋滞に

より、移動に通常の約３倍を要しており、時間が読め

ず、観光ツアーの計画が立てられないなど、観光地へ

の定時性確保が課題。 

※上天草市第２次総合計画後期基本計画
(H31.3) 
・観光の目的地としての魅力を高めるとともに、熊本天草幹

線道路整備を見据えたまちづくりを推進していくため、宮

津地区将来構想を策定する。 

 

その他   

事業の有効性  

・当該事業の実施により、脆弱度の評価がＤランク→Ｃランクに改善するとともに、災害時の防災機能が強化さ 
れる。 
・また、本事業において、現道上の課題箇所の回避、災害時の代替路となる道路ネットワークの形成や、天草・
宇城地域の農水産品の品質確保、物流効率化による地域経済活動を支援、交通混雑の解消により、天草・宇城地
域への地域観光を支援するなど、有効性の高い事業と評価する。 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

の
防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数 

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度の変

化量 

改善度 
評価 

整備前 整備後 通常時 災害時 

熊本県庁 三角港 
８ 
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〔０．１４〕 

０．６３ 
 

〔０．３３〕 
◎ 

事業の効率性  

・手続きの完了 ：計画段階評価手続き完了（Ｒ３．２） 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は熊本～天草を対象とした場合、 

下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 


